




【様式】 
 

2026 年度 前期 入試 
 
工学 研究科 機械工学 専攻 機械工学 コース 

 
科目名 材料力学 

 
【出題意図】 

  
カスティリアの定理とはりのひずみエネルギーの理解度を問う問題とし
ている。位置エネルギーがひずみエネルギーに変換されたときのはりの衝
撃荷重を解かせる問題である。たわみまでは解かせていない。 
 

 
【解答又は解答例】 

 おもりから重力により放出される位置エネルギー（＝重力がする仕事）は 

 

集中荷重 P によって蓄えられるひずみエネルギーは一般に 

 

与えられた式を代入すると、 

 

エネルギー保存の法則より 

 

展開してまとめて P についての二次方程式とすれば 

 

解の方程式を使うと、 

 

 
 







【様式】 

 

2026 年度 前期 入試 
 

工学 研究科 機械工学 専攻 機械工学 コース 
 

科目名 機械力学 
 
【出題意図】 

問題 1 

問題 2 

 

問題 3 

問題 4 

問題５ 

力のモーメントを正しく求めることができるか。 

力のつり合いやモーメントのつり合いを理解し、正しく求めることができ

るか。 

ばねの力と仕事を理解し、正しく求めることができるか。 

基本的な振動を表すことができるか。 

非減衰自由振動を理解し、合成ばね定数や、正しく運動方程式をたて、解

を求めることができるか。 

 
【解答又は解答例】 

問題 1 

 

 

問題 2 

 

問題 3 

 

問題 4 

 

問題５ 

（a）500 [N・m] 

（b）5000 [N] 

 

28.3 [N] 

 

力 F：5𝛿 [N] , 仕事 A：2.5𝛿 × 10ିଷ [J] 

 

振幅：2 [m]，振動数：3 [Hz]，周期：0.33 [s]，角振動数：18.8[rad/s] 

 

（1）kଵ + kଶ 

（2）m𝑥̈ + (kଵ + kଶ)𝑥 = 0 

（3） ଵ

ଶ஠
ට
୩భା୩మ

୫
 

 





【様式】 
 

2026 年度 前期一般 入試 
 
工学 研究科 機械工学 専攻 機械工学 コース 

 
科目名 熱工学 

 
【出題意図】 
問題１ 
 
 
問題２ 
 

理想気体と断熱変化の基礎式を原理から導出できる基礎理解と論理的操
作能力を評価する． 
 
ヒートポンプの COP と理論限界を用い，エネルギー収支を定量的に評価
する力を確認する． 

  
【解答又は解答例】 
問題１ 

(1) pv RT=  

(2) 1pv Cκ =  

(3) 1
RT v C
v

κ =        1 1
2

CTv C
R

κ − = =  

(4) 1
RTp C
p

κ
 

= 
 

    1
31

CT C
p R

κ

κ κ− = =  

問題 2 
(1) [ ] [ ]15.0 kW

3.00 kW
5.00

H

H

QL
ε

= = =  

(2) _
1 1 22.78283.1511

296.15

H th
L

H

T
T

ε = = =
−−

 

 _

_

22.78 4.56
5.00

H

H thH

Hth H

H th

Q
L

QL
εε
ε

ε

= = = =  

 







【様式】 

 

2026 年度 前期一般 入試 
 

工学 研究科 機械工学 専攻 機械工学 コース 
 

科目名 機械数学 
 
【出題意図】 

問題 1 

問題 2 

 

問題 3 

問題 4 

工学で重要となる微積分（特に指数対数）の定義を理解しているか． 

工学で重要となる最大最小問題を複雑な計算が伴う関数でも扱うことが

できるか． 

工学では必須となる偏微分・重積分の計算ができるか． 

工学では必須となる微分方程式の基礎が理解できているか． 

 
【解答又は解答例】 

問題 1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問題 2 

 

 

 

 

 

 

 

 

微分の定義は
0

( ) ( ) ( )
lim
h

df x f x h f x

dx h

 
 であるから 

( ) xf x a の導関数は， 

      
 

ln

0 0 0

lnln

0 0

11
lim lim lim

1 ln1
lim lim

ln

hx ax hx h x
x

h h h

h ah a
x x

h h

a ea aa a
a

h h h

e ae
a a

h h a



  

 

   


 

 

ここで lnH h a とおくと， 

       
0

1
ln lim ln

H

x x x

H

e
a a a a a

H

    

 

 

( ) sin( )xf x e x  より，これの導関数は， 

 

( )
sin( ) cos( )

cos( ) sin( )

x x

x

df x
e x e x

dx

e x x

 



   

  

 



  

 　　　

 

である． 

( )
0

df x

dx
 とすると，指数部は常に 0 より大きいため，三角関数部が 0 と

なる必要がある．つまり0 cos( ) sin( )x x   であるから，定義域内で 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問題 3 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 4

4

m
x




  （ただし m は 0 または 1）となる． 

よって，与式のグラフは以下の通りである． 

 
従って， 

最大： 1 / 4x  のとき 4 4
2

( ) sin
4 2

f x e e
  

   

最小： 5 / 4x  のとき
5 5

4 4
5 2

( ) sin
4 2

f x e e
  

    

 

（1） 
2 2( , )g x y x y   

( , )
2

g x y
x

x





， ( , )

2
g x y

y
y





 

（2） 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問題 4 

 

 

 

 

 

（3） 

 

   

     

2
22 22 2 2 3

1 1

2 32 2 2 3 3

1

2
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1
1
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1
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3 3
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2 1 2 1 2 1
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x
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dx x x x x x

x x x dx x x x

      

               

              

         

   





 

 

 
2

2

( ) ( )
2 ( ) 0

d f t df t
f t

dt dt
    

特性方程式は  22 2 1 1 0       となるから，この特性方程式の解

は重解となり 1   ． 

よって  1 2( ) tf t C C t e  となる． 

 

 







【様式】 
 

2026 年度 前期 入試 
 
工学 研究科 機械工学 専攻 機械工学 コース 

 
科目名 機械工作 

 
【出題意図】 
問題 1 
問題 2 
問題 3（1） 
問題 3（2） 

材料加工(鋳造・溶接・機械加工)に関する基本知識を問う 
炭素鋼の材料記号，難加工時の工具や熱処理法に関する知識を問う 
機械製図に書かれる寸法，形状，加工法などに関する用語の理解を問う 
適切な回答はひとつに限られない 

 
【解答又は解答例】 

 

 





【様式】 

 

2026 年度 前期 入試 
 

工学 研究科 機械工学 専攻 機械工学 コース 
 

科目名 機械設計 
 
【出題意図】 

問１ 

問２ 

 

問３ 

 

図面に関する基礎知識を理解しているか。 

はめあいにおける基本的な知識を理解しているか，正しく公差を選定でき

るか。 

機械要素部品の設計および選定に必要な計算式を理解しているか，また，

正しく計算できるか。 

 
【解答又は解答例】 

問１ 

 

 

 

問２ 

 

 

 

問３ 

 

(1) 投影法 (2) 正投影図 (3) 第三角法 (4) 三面図 

(5) 正面図 (6) 平面図 (7) 右側面図 (8) 多い 

 

①0.011，14.011，14.000 

②0.018，18.018，18.000 

③0.033，22.033，22.000 

 

𝑑 = 𝑚𝑧 

歯車𝐴 𝑑஺ = 3 × 60 = 180 𝑚𝑚       歯車𝐵 𝑑஻ = 3 × 30 = 90 𝑚𝑚 

中心間距離 
𝑑஺

2
+

𝑑஻

2
=

180

2
+

90

2
= 90 + 45 = 135 𝑚𝑚 

 

 







【様式】 

2026 年度 前期一般 入試 

工学 研究科 機械工学 専攻 コース

科目名 機械材料 

【出題意図】 
問題１ 

問題２ 

問題３ 

問題４ 

汎用構造材料である炭素鋼を強化するマルテンサイト変態を材料内部に

均一に形成させる実用化手法の理解ができているか。 

汎用構造材料である炭素鋼の製造において、基本的な熱処理方法と熱処理

後に形成される材料組織の基礎知識を有しているか。 

構造材料に必要な特性である強度を得るための強化手法とそのメカニズ

ムを把握しているか。

合金中の材料組織形成に必要な知識である添加元素の拡散挙動を把握し

ているか。

【解答又は解答例】 
問題１ 

問題２ 

問題３ 

問題４ 

(a)冷却速度を増加させる。(b)最終冷却温度をより低温にする。または、

(a)と(b)の同時実施。

(1)マルテンサイト (2)パーライト (3)焼もどし

・名称：析出強化機構、強化メカニズム：母相内に形成された析出物が転

位運動の障害となり、この障害を転位が乗り越えるのに必要な力が強度上

昇をもたらす。

・名称：転位強化、強化メカニズム：各種塑性変形（圧延、引張、曲げな

ど）により転位を材料組織内に形成させ、この転位があらたに導入される

転位の移動障害として機能する。その結果、強度は上昇する。

・名称：粒界強化（細粒強化）、強化メカニズム：結晶粒を微細にすること

で、結晶粒界による転位の移動障害の頻度を上げることで、強度上昇が引

き起こされる。

・名称：固溶強化機構、強化メカニズム：析出強化機構における析出物の

機能を固溶原子に担わせることで強度上昇が引き起こされる。

母相金属と同程度の寸法の原子が固溶した場合、拡散の頻度は対象原子に

隣接する場所での空孔の存在頻度に依存する。母相金属よりも小さい寸法

の原子が固溶した場合、対象原子は母相原子間に位置するため、拡散の頻

度は原子間位置に他原子が存在しない頻度に依存する。後者の頻度は前者

のそれよりもはるかに大きいため、前者原子の拡散係数は小さくなる。
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